
♦伐採する場所、面積、樹種
♦伐採する方法や期間
♦伐採後の造林方法などの必要事項

伐採を開始する９０～３０日前まで

無秩序な森林伐採・開発による荒廃や災害を防ぎ、森林の持つ多面的機能を発揮
させるための適正な森林施業を確保する観点から、立木を伐採するときには市町
または県への届出や許可申請が法律で義務付けられています。

♦地域森林計画※の対象となる民有林
※森林法第５条の規定により県内２計画区(越前・若狭)ごとに県がたてる森林の整備・保全等の計画

森林所有者や立木を買い受けて
伐採を行う者
♦森林所有者自ら、または、請け負わせ
て伐採する場合→森林所有者が届出

♦伐採者が立木を購入し伐採する場合

→伐採者と森林所有者連名による届出

♦伐採及び伐採後の造林の
届出書

♦伐採箇所の位置図

♦登記簿謄本の写しなど

無届伐採や造林命令等に従わ
ない場合は森林法の規定により
１００万円以下の罰金が科され
る場合があります。

伐採を行う森林がある市町の
林務担当窓口

♦人工造林を行う場合は、伐採完了日を含む年度の翌年度か

ら起算して２年以内に植栽を行う必要があります。

♦天然更新を行う場合は、５年経過しても更新が完了してい

ないときは、植栽を行う必要があります。

届出の流れ

届
出
者

市
町

届出書提出
伐採開始日の

９０～３０日前まで

記載事項の確認 市町村森林整備計画
との適合審査

確認・適合通知
（希望者のみ）

変更命令

伐採 造林
（天然更新含む）

実行確認
（必要に応じ指導・

勧告・命令）

森林経営計画が作成されてない森林の伐採の届出について
保安林や開発行為に伴う伐採等については裏面を参照して下さい。

対象となる森林

従わない場合は届出書
の提出はなかったもの
とみなす

（伐採した場合は無届伐採）
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詳細は、
伐採する森林が所在する市役所・町役場 または県農林総合事務所・嶺南振興局 へ
お問い合わせ下さい。
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開発を行う森林が

所在する市町

森林経営計画認定者

（市町等）

伐採する森林が

所在する市町

林地開発許可申請書

（事前申請）

保安林(保安施設地区)内

択伐(間伐)伐採届出書
※１

（伐採の９０～２０日前）

森林経営計画に係る伐採等

の届出書

（伐採後３０日以内）

保安林(保安施設地区)内

択伐(間伐)伐採届出書
※１

（伐採の９０～２０日前）

保安林(保安施設地区)内

立木伐採許可申請書
※１

（事前申請）

森林経営計画に係る伐採等

の届出書

（伐採後３０日以内）

保安林(保安施設地区)内

立木伐採許可申請書
※１

（事前申請）

伐採及び伐採後の

造林の届出書※１

（伐採の９０～３０日前）

森林経営計画に係る伐採等

の届出書

（伐採後３０日以内）

伐採及び伐採後の造林の

届出書
※１

（伐採の９０～３０日前）

県農林総合事務所

嶺南振興局

森林経営計画認定者

（市町等）

森林経営計画認定者

（市町等）

森林経営計画が
作成されている
森林

※１ 非常災害に際し緊急の用に供する場合等、事前の届出が不要の場合があります。

※２ 保安林内での開発行為の場合は解除申請または作業許可申請が別途必要となります。

※３ 福井県水源涵養地域保全条例で定める水源涵養地域内で1ha以下の開発を行う場合

は条例に基づく届出が別途必要となります。

小規模林地開発届出書※３

（事前届出）

森林経営計画が
作成されていない
森林

択伐(人工林)
・間伐

皆伐・
択伐(天然林)

主伐・間伐

提出書類 提出先

択伐(人工林)
・間伐

皆伐・
択伐(天然林)

主伐・間伐

１ha以下の開発

１haを超える開発

かん


